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高速フーリエ変換と機械学習を用いた IoT機器の異常検知 
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IoT 機器の異常検知において機械学習を用いセンサの

データ情報や機器そのものの動作から予兆を検知し IoT

機器の異常と判断する事がある[1][2]．機械学習を用いる

時に IoT機器から得られたデータはノイズ成分を含んで

いる事があり機械学習アルゴリズムに適用させたときに

IoT 機器の異常検知において正常な状態と異常な状態を

機械学習の結果として誤った結果となることを避けるた

めに特徴量抽出を適切に行える必要がある．この特徴量

抽出に際しデータのスクリーニングを実施するとき移動

平均法[3]を適用する．移動平均法は最も簡単な計算手法

であるがデータの特性によっては特徴量として必要な箇

所について平均化した結果特徴量を消失してしまう懸念

がある．今回，平滑化手法に高速フーリエ変換[4]を採用

し周波数成分で切り分けられたデータに対し必要と考え

られる周波数成分を残す加工を行い逆フーリエ変換にて

平滑化されたデータを得る手法を用いる手法を採用しそ

の結果として従来の移動平均法による平滑化手法の結果

と同様に異常検知を行う事が出来ることを複数のデータ

を用いて検証を行った． 
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